
群馬県医学検査学会開催のガイドライン 

 

 

はじめに 

当ガイドラインは参加者、開催者、すべてが安全・安心して参加していただくため策定いたし

ました。今後も最新の状況、各方面のご意見を反映しながら改定してまいります。本学会の運営

にはガイドラインの遵守が必須となります。ご来場くださる皆様方にもご協力をお願いする内容

が含まれますので、必ず事前にお目通しいただきますよう、お願い申し上げます。 

 

開催中止となる場合の基準 

① 緊急事態宣言が再度発令された場合など、行政の指導があった場合 

② 開催期間中（会場設営準備期間も含む）に発病者が出た場合 

 

個人の安全の確保 

1. 3 密防止に配慮した会場内の適正人数（定員）の確保と監視をします。 

2. 全員へのマスク着用の喚起、および非着用者へマスクを配布します。 

3. 会場入り口を集約し、体温チェックを実施します。非接触型体温計にて、37.5 度以上の発

熱がある方はご入場をお断りします。 

4. 手指消毒液（アルコール消毒液）を会場内に設置します。 

5. 衛生用品を用意します（マスク、手袋、アルコール消毒液、非接触型体温計等）。 

6. ソーシャルディスタンス確保のため、会場内にマーク設置やレイアウト設定を行います。 

7. 会場ごとに入口・出口を分け、可能な限り一方通行とします。 

8. 発表者、司会・座長と聴講者間における十分な距離の確保をします。 

9. 密閉空間を避けるため、適切な換気設備の稼働や外気取入れの換気を行います。 

10. 発表者、司会・座長は十分なソーシャルディスタンスが確保できない会場ではフェイスシー

ルドを着用します。 

11. 事前参加登録制とし、来場者が列をなさないことで混雑を回避します。 

12. 設備、備品の消毒等は、その管理責任者により適切に実施します。 

13. 意見交換会は中止とします。 

14. 昼食に関する注意喚起を実施します。 

・ランチョンセミナー講演中の飲食を中止し、昼食時間を別途設けます。 

・密をさけるため人との間隔を確保してください。 

・会話は極力控えてください。 

15. アプリの活用を推奨します。 

新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA) COVID-19 Contact-Confirming Application

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html


来場者への周知・案内 

来場者へ以下の周知、案内をおこないます。 

1. 以下の事項に該当する場合は来場しないこと。 

(ア) 過去 1 週間以内に体調不良がある場合（例：発熱、せき、咽頭痛、鼻汁、倦怠感、食

欲低下、味覚異常、嗅覚異常などの症状がある場合） 

(イ) 当日の体温が 37.5 度以上ある場合（ご入場をお断りします） 

(ウ) 本人や同居家族、身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

(エ) 本人や同居家族が濃厚接触者として自宅待機中の場合 

(オ) PCR 検査陽性歴があり、2 回以上の PCR 検査で陰性を確認できていない場合 

またはこれに該当する同居家族、身近な知人がいる場合 

(カ) 同居家族に（ア）のいずれかの体調不良がある場合 

(キ) マスク非着用者 

(ク) 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域

等へ渡航された方 

2. 会場内ではマスクを必ず着用すること。 

3. 会場内では感染防止のために当会が決めたルールに従うこと。 

4. 学会参加受付の簡略化の実践 

5. 発表データの web 事前登録の実践 

6. 弁当・スイーツ受領時にソーシャルディスタンスを意識すること。 

7. 受付に非接触型体温計を用意しているので、必要であれば検温を実施のこと。 

8. 会期中に体調不良になられた場合は近くのスタッフに報告すること。 

9. 学会終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、当会に対して速

やかに濃厚接触者の有無等について報告すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学会実行委員の心得 

1. 学会 2 週間前より体調をチェックすること（例：発熱、せき、咽頭痛、鼻汁、倦怠感、食

欲低下、味覚異常、嗅覚異常などの症状がないかなど）。 

2. 学会当日の他、開催準備等で会場に入る前に必ず検温をすること。 

3. 以下の事項に、ひとつでも該当する場合は来場しないこと。 

(ア) 過去 1 週間以内に体調不良がある場合（例：発熱、せき、咽頭痛、鼻汁、倦怠感、食

欲低下、味覚異常、嗅覚異常などの症状がある場合） 

(イ) 当日の体温が 37.5 度以上ある場合（入場しない） 

(ウ) 本人や同居家族、身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

(エ) 本人や同居家族が濃厚接触者として自宅待機中の場合 

(オ) PCR 検査陽性歴があり、2 回以上の PCR 検査で陰性を確認できていない場合 

またはこれに該当する同居家族、身近な知人がいる場合 

(カ) 同居家族に（ア）のいずれかの体調不良がある場合 

(キ) マスク非着用者 

(ク) 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域

等へ渡航された方 

4. 会場内ではマスクを必ず着用すること。 

5. 会場内では感染防止のために主催者が決めたルールに従うこと。 

6. 弁当配布時には手袋を着用すること。 

7. 受付の簡略化を促進すること。 

8. 発表データ登録の簡略化を促進すること。 

9. 控室での会話は控えること。飲食する場合は 2m を目安に十分な距離をとること。 

10. こまめな手洗いや手指消毒を徹底すること。 

11. 学会終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速

やかに濃厚接触者の有無等について報告すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



展示における安全の確保 

1. 設備、備品等の消毒等は、その管理責任者により適切に実施してください。 

・ブース内のテーブルや来場者が触れた装置等の消毒作業は頻繁に実施してください。 

・ブース内には消毒液を設置してください。 

2. 出展社の皆様に対しブース常駐人数の適正化をお願いします。 

3. 展示説明員として参加するスタッフは必要な防護具（マスク、フェイスシールド、手袋等）

の着用をお願いします。 

4. ソーシャルディスタンスの確保に努めてください。 

5. 搬入出及び施工時間短縮のため、簡素化した装飾を検討してください。 

6. 出展社の皆様へ三密を避ける工夫を検討してください。 

7. 搬入出・施工時のスタッフ人数の適正化を検討してください。 

8. 飲食する場合は 2m を目安に十分な距離を確保してください。 

9. こまめな手洗いや手指消毒を徹底してください。 

10. 学会終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速

やかに濃厚接触者の有無等について報告してください。 

※出展社の皆様には、スタッフのリスト（連絡先（会社名・氏名・電話番号）含む）を作成・管

理・提出いただくとともに、搬入出・施工時を含む会場内でのマスク着用への協力について

対応を行う様ご協力をお願いします。 

 


